
 

 美深町文化会館 COM100 図書室  

 

『羊をめぐる冒険』講談社刊（1982 年発行）村上春樹著を読んだことありますか？ 

本書がモデルの町といわれるのが人口 3500 人ほどの美深（びふか）町です。私自身思

い出深い町です。30 年ほど前、自ら「運転」して脱線し、両手大流血事故を起こした町で

す。 

 

美深は札幌から特急で２時間 45 分。旭川を越え稚内へ向かう途中の町です。札幌からの

特急は限られているので、まず旭川まで行き名寄を経由して、北上する列車に乗車した方が

良いかもしれません。駅前は小さなロータリー。まっすぐ直進すると 20 分ほどで美深町文

化会館 COM100 に到着します。 

 

1998 年開館。生涯学習の拠点として文化ホールや郷土資料室もこの施設に入っていま

す。図書室の蔵書は 5 万冊ほど。毎月末 2 日間（但し月末が土・日・祝日の場合はその前

日 2 日間）という特殊な休館日になっています。 

 

図書室内部はとても整備されていて、目立った標識や展示などはないのですが、美深に関

する絵本など常設コーナーがあります。そこで目に入った絵本『ピウカ湿原のゆきうさぎ』

ほんだてつや著 河出書房新社刊(2002 年発行)。「2015 年度北海道指定図書」なっていた

のですね。最近、表紙にテプラで貼付している本書を札幌澄川図書館で見かけました。ユキ

ウサギ親子を主人公に美深松山湿原を舞台にした絵本。美深の自然を丁寧に描いた作品です。

本書によると美深は以前「ピウカ」と呼ばれ、アイヌ語では「小石のある川原」と意味して

いるそうです。絵本は着色画、線画を１枚の作品イラストで描いています。つまり１枚の作

品に主人公など作者が着目したい部分にだけ色彩を加えています。絵本詳しい方ならばおか

わりですよね。 

 

図書室に利用者は逐次入室してきます。あいにく村上春樹『羊をめぐる冒険』は、常設な

ど展示はしていませんでした。この作品が美深町仁宇布（ニウプ）地区が舞台なっているの

ではないかと言われています。 

『ピウカ湿原のゆきうさぎ』の美深松山湿原と同じ方角ですが、こちらの湿原は仁宇布よ

りもう少し南で人が入りにくい地域です。 

『羊をめぐる冒険』の主人公が訪れるのは、仁宇布地区にある羊の松山農場ではないか。

札幌から 260km。美深から仁宇布まで美幸（びこう）線という日本一の赤字ローカル線が



運行していました。美深町の主要産業が林業・加工産業であること。仁宇布には滝が多いこ

となど本文から推測できます。 

ちなみに、青い星通信社という作品をオマージュした宿が美深駅から北に 9km ほど行っ

たところにあります。松山農場でも「ファームイントント」という名前の宿を経営しており、

ジンギスカンを夕食に食べることができます。松山農場は 1980 年に肉牛牧場として営業

開始。1987 年に羊牧場と農作物生産農場に業務を変えます。まだいずれの宿も訪れたこ

とがないのですが、果たして松山農場に行けるものか。仁宇布はとても熊出没の多い地区で

す。 

 

さて、美幸線は当初オホーツクの北見枝幸まで繋げる路線として線路以外ほとんど工事は

終了していました。しかしどうにも採算が合わず 1985 年に廃止となります。 

終点の仁宇布には前回訪れた 30 年ほど前は公共バスで行きました。現在はデマンドバス

で事前に予約しないと訪問できません。 

そこで私は事故を起こしたのです。旧仁宇布駅では残された線路を使ったエンジン付きト

ロッコ号を夏場に乗車できます。往復 10km40 分ぐらいの運転。白樺の木々のトンネルや

水芭蕉がとても美しく途中小さな鉄橋などもあり、本当に鉄道を運転している気分になりま

す。私も運転しました。自転車のようにハンドルにブレーキがあるのですが、このブレーキ

が効かず、最後線路をはみ出し、トロッコ号は脱線。私の両手は何度も夢中になってブレー

キかけていたので、その力で気づいたら大流血！車を運転している方であれば、そのブレー

キの掛け具合はお分かりのようです。運転免許なくても運転して良いのか？と係に尋ねたと

ころ、大丈夫ですと言われたので、運転の説明を聞いて実際に運転したわけです。 

脱線現場は終点でもあるので、係の方が来ていました。「止まれ！」と叫んでいましたが・・ 

事務所に連れて行かれ救急治療をしました。ただマキロンつけて包帯巻いただけですが。

自転車のブレーキと同じ感覚で運転したのですが、どうもバイクや自動車のブレーキの掛け

方のようで、私にはそれがどう違うのか今もわかりません。エンジン付きトロッコ脱線だな

んて、なかなか経験できませんよね。以降、こちらのトロッコは運転免許ある方しか運転で

きなくなったようです。 
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